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東浦町の歴史を知ろう！
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知立城

刈谷城刈谷城 岡崎城
安祥城 今川軍の三河方面

最重要拠点

信長の本拠地 水野・織田軍
今川軍

重原城

村木砦

村木砦の戦い行動図（町教育委員会発
行「於大の方と水野氏」を元に作成）

↑ 上陸地につ
いては諸説あり

火縄銃…
銘：藤巻二重張芝辻甚三郎花押（江戸初期 新城市設楽原歴史資料館所蔵）
信長が使った鉄砲は、1543（天文12）年にヨーロッパから伝来したとされる「火縄銃」でした。筒の先端
から火薬と玉を込め、手元の火皿に盛った火薬に火縄で点火して発射しました。この銃は、戦国時代の
雰囲気を色濃く残しています。

③八
やつるぎ

剱社…
村木砦の戦いの死者を祀

まつ

るため、信元の家臣清水家
重が1571年に村木砦跡に
建立した。

緒川城址…
水野貞守が文明年間（1469～86）
に築城したと伝えられ、忠政や信
元ら水野氏の居城になった。城址
内に、家康の生母伝通院於大出生
地の碑が建っている。現在は主郭
の北西部の土塁が残されている
のみである。
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森岡
新池公園
森岡
新池公園
①飯喰場①飯喰場

村木神社村木神社

八剱社八剱社
③③

②② JR尾張
森岡駅
JR尾張
森岡駅

森岡駅西森岡駅西

村木砦跡（推定範囲）①飯喰場…村木砦の戦い後、信長が兵士たちに言葉を
かけ、祝いの酒盛りをした場所と伝えられる。
②村木神社…信長が本陣とした天王社。大正2年に八
幡社を合

ご う し

祀し、村木神社と名を変えた。

問郷土資料館（うのはな館）
82-1188

村木砦の戦いの
地を訪ねるコース

ＮＨＫ大河ドラマ「麒
きり ん
麟がく

る」第14回で、戦国時代に
東浦町であった「村木砦の
戦い」が放映される予定


